
かび毒の制御技術の開発
－ポストハーベストでのかび毒除去－

〒305-8642 茨城県つくば市観音台2-1-12

代表研究者： 久城真代
所 属： 食品安全研究領域

化学ハザードユニット
問合わせ先： 029-838-8085    kushirom＠affrc.go.jp

特許(公開)番号：なし

技術の特徴
・麦類赤かび病はコムギの重大病害ですが、開化期に降雨が重なりやすい
わが国では、圃場での完全防除が困難です。

・試験製粉機でふすまを除去することにより、国産小麦を汚染しやすい、代表
的な赤かび毒素（図）が可食部でどれだけ低減するかを解析しています。

デオキシニバレノール ニバレノール ゼアラレノン
(DON)                             (NIV)      (ZEA)

・製粉後の残存率は、規格基準策定のための基礎データとなります。

研究の内容

•妥当性確認された、多機能カートリッジ精製とHPLC蛍光検出を用いる

分析法にて、各製粉分画に含まれるZEAを定量しました。1)

•同一試料に含まれるトリコテセン類（DON、NIV）についても、妥当性確認

された方法にて定量を行いました。2)

•今回の試験により、ZEAの製粉での動態が、DONの動態

と異なっていることが示されました（表と円グラフ）。

今後の展開
引続き上質粉を用いて調理加工を行い、最終食品での残存率を解析します。
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ふすま除去

上質粉
(可食部)

製粉

DON NIV ZEA DON NIV ZEA
原麦(ppm) 1.89 1.47 0.76 0.9 0.72 0.12
上質粉(ppm) 1.12 0.39 0.27 0.86 0.56 <LOD

残存率(%) 59 26 36 96 77 <33

品種A 品種B


